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Abstract 

In this master design, it fixes as a gallery which can perform the event 
[ warehouse / of the Kochi child's library ] centering on exhibition etc.  
Since the center in Kochi in which the Kochi child's library is located has 
little space, such as exhibition which can be used comparatively freely, this 
secures the place in connection with exhibition of citizens, other cultural 
institutions, etc., etc. 

Design plan 

1) Make a gallery from a subsidy.
2) The necessity of easing the burden of expense and labor
3) Handmade maintenance which made the student etc. the subject



修士設計趣旨	 

高知こどもの図書館ギャラリー整備計画の実践	 

	 

社会システム工学コース	 

1155079	 西川	 直希	 

	 

目的	 

	 本修士設計では高知こどもの図書館の倉庫を、展示を中心とした行事等を行

うことの出来るギャラリーとして整備をする。高知こどもの図書館が位置する

高知市の中心地は比較的自由に使える展示等の空間が少ないので、これにより

市民や他文化団体等の展示等に関わる場所の確保をする。 
	 本事業により、子どもに関わる各種・多彩なてんじイベントを通して、高知

こどもの図書館の活動理念である《こどもと本を結ぶ場所》《子どもと子どもが

触れあう場所》《子どもに関わる人々の心安らぐ場所》の充実・強化を図る。 
 
設計方針 
	 1)助成金でギャラリーを作る 
	 高知こどもの図書館は【公益信託こうち NPO地域社会づくりファンド】から
助成金を得てギャラリーを整備出来ることとなった。館内で展示を中心とした

行事等を行うことの出来るスペースを確保できる場所として『倉庫』がある。

この『倉庫』を改築して『ギャラリー』に整備する(倉庫内にある荷物等は作業
室に移動)。 
 
	 2)費用と労働の負担を軽減する必要性 
	 整備全体に要する費用としておよそ 120 万円程度かかることが予想された。
助成金で得られた資金は約 60万円であるため、どこかで費用を削減する必要性
があった。 
 
	 3)学生等を主体とした手作りの整備 
	 費用と労働力を削減するために、業者に依頼するより大幅に安くできる学生

等を主体とした手作りによる整備を行うことになった。 
 


